
路面電車化に合せ、列車本数の増便、始発・終電の改善を行い、
利用客の利便性を高める。

７－２．運行サービスの向上

-10-



併用軌道部では、騒音と振動の低減を図るため「樹脂固定軌道」を、
そのうちの一部区間には景観に配慮した「芝生軌道」を採用。

７－３．樹脂固定軌道と芝生軌道の導入

■樹脂固定による制振軌道 ■芝生軌道
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車両、電停、ＩＣカード、シンボルマークなどのデザインを総合的に行った。

７－４．トータルデザイン
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運賃収受時における利
用者の利便性や、乗降時
間の短縮、鉄道事業者相
互の連携等を配慮し、新
しくＩＣカードシステムを導
入。



７－５．沿線のまちづくり
{全体計画}
①駅アクセスの改善
・駅前広場の整備
・フィーダーバスの導入
・自転車駐輪場の整備
・アクセス道路の整備

②駅周辺の住宅促進
・高齢者優良賃貸住宅の促進
・土地区画整理事業の推進
・一般住宅建設の促進

③魅力あるまちづくり促進
・散策路の整備
・古い街並みの保存・活用
・休憩施設整備

-13-



８．事業の概要

８－１．公設民営の考え方と富山ライトレール㈱の設立

①公設民営の考え方

■公共（富山市）

■事業者（富山ライトレール）

施設の建設費・維持管理費を負担

運賃収入で運営

②富山ライトレール㈱の設立

■設 立 平成１６年４月２１日

■資本金 ４９８百万円

■出 資 富山市 １６５百万円

富山県 ８０百万円

民間企業等（県内企業等15社） ２５３百万円
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８－２．事業費の構成

路面電車走行空間の道路整備

建設費 約５８億円

事業主体 公共（富山市）

事業費 約８億円
街路事業

軌道、電気・信号、車両基地等の
整備、車両の購入

事業主体 富山ライトレール㈱

事業費 約５０億円

連立事業からの負担金 約３３億円

ＬＲＴシステム整備費補助 約７億円
幹線鉄道等活性化事業 ０．２億円

事業者負担 １０億円

事業者負担に対して市が単独助成
（約１３億円）

■関連事業 街路拡幅と駅前広場、駐輪場の整備 事業主体：富山市
（街路事業、まちづくり交付金等の活用）
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８－３．ＪＲ富山港線の資産の取得

ＪＲ富山港線の資産については、市がＪＲから簿価で取得し、さらに富山
ライトレールが必要な部分を市から時価で取得。
ＪＲからの寄付によって、富山港線整備に関する市の実質的な負担は、
１０億円軽減。

寄付
約１３．９億円
（まちづくり協力金）

補助
約１２億円
（時価相当額）

富山市
取得価額
約３．９億円
（簿価）

ＪＲ 富山ライトレール
取得価額
約１２億円
（時価）
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